
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円 ■給料 千円

■職員手当等 千円

千円 ■共済費 千円

千円 ■公用車3台分の維持経費
千円 　燃料費 千円

　修繕料 千円

千円 　保険料 千円

千円 　手数料 千円

千円 　公課費 千円

　消耗品費 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 2 農業総務費

事業名 180 農業総務費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

農林水産課の総務費（一般）に要する経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

■普通旅費・自家用車使用 20 48,500 
■新農業人フェア旅費 35,120 
　JR往復運賃 24 17,460 
　宿泊費 13 
　日当 2 450 
■事務用品、農業新聞購読料 230 
　事務用品 60 65 
　農業新聞購読料　3,100円×12か月 38 13 
■西部産米改良協会負担金 7 7 

18 

区分

事業費 96,834 102,027 5,193 中山間地域等直接支
払推進事業補助金 300

国庫支出金 0 0

県支出金 0 300 300

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 96,834 101,727 4,893

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 2 農業総務費

事業名 180 農業総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農林水産課職員及び公用車等 安定した公務の遂行のため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 182 農業振興費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

大山町収入保険制度加入促進事業費補助金交付要綱、担い手活動推進事業費補助金　大山町アグリ
マイスター協議会活動費補助金要綱、　大山農業士会補助金要綱

個別計画

事業
概要

・収入保険制度の加入促進。
・指導農業士、認定農業者、アグリマイスター等で組織している協議会の活動を支援し、本町の担い手育成・確保。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 1,183 1,087 △ 96

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,183 1,087 △ 96

財
源
内
訳

事業費
の内訳

■収入保険制度加入促進補助金
　収入保険制度事務費賦課金を軽減し収入保険制度の加入促進
を図り、もって農業振興を図るもの。
　収入保険加入制度に係る事務費固定分を補助する。
　収入保険事務費固定分　新規加入者４，５００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　継続加入者３，２００円
　加入見込み件数　　　　　 新規加入５件
                                  継続加入１６０件
　新規加入者事務固定費合計　　２２，５００円
　継続加入者事務固定費合計　５１２，０００円
■担い手活動促進事業費補助金
　指導農業士、認定農業者、アグリマイスター等で組織している協議
会の活動を支援し、本町の担い手育成・確保を図るもの。
　認定農業者協議会役員会謝礼　80,000円
　研修費（全国サミット参加費等）　47,000円
　事務費（農業簿記年会費等）　26,000円

■農林水産関係審査会委員謝礼　29,000円
　新規就農者・認定農業者等にかかる審査会への出席者　
（農業委員）への謝礼
    @4,700円×6ヶ月×1名
■農業士会補助金　 90,000円

■アグリマイスター活動補助金　 200,000円

■営農協議会補助金　30,000円

■ほうきジビエ推進協議会負担金　50,000円



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 182 農業振興費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業者、各種協議会（アグリマイスター協議
会、農業士会）

安定した農業経営、発展的な農業経営、及び次世代につなげる持続可能な農業経営
の構築。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

営農協議会・幹事会開催回数 回 2 2 2 2 2

収入保険加入者数 人 10 10 5 5 5
アグリマイスター協議会新規就農関係審査会、
確認会及び就農相談会出席者数 人 8 8 8 8 8

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
中山間地域等直接支払推進事業交付金
                                        168,006千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 183 中山間地域等直接支払推進事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 中山間地域等直接支払い交付金交付要綱

個別計画

事業
概要

　耕作放棄地の発生を防止し、多面的機能の確保を図るため、傾斜等一定の基準を満たす農振農用地区
域内の一団の農用地において、耕作放棄地の発生防止などの基礎的な活動及び、共同で支え合う農業生
産活動の取組等を集落協定等に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者等に対し、交付
金を交付する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

3/4
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 170,105 168,006 △ 2,099 中山間地域等直接支
払交付金 126,003

国庫支出金 0 0

県支出金 127,578 126,003 △ 1,575

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 42,527 42,003 △ 524

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 183 中山間地域等直接支払推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
集落等を単位とする協定を締結し、５年間農
業生産活動等を継続する農業者。面積に応
じて一定額を交付。

生産条件が不利な中山間地域等の農用地において、担い手の
育成等による農業生産の維持を通じて耕作放棄の発生を防止
し多面的機能を確保すること。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

協定面積 ha 1,611.0 1,426.9 1,426.9 1,426.9 1,426.9

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

耕作放棄地の防止ができた割合 ％ 100% 100% 100% 100% 100%

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

協定数64（うち集落協定64）
交付対象面積　14,268,912.㎡
（うち急傾斜　2,671,338.㎡）
（うち緩傾斜　11,597,574.㎡）
交付金額　168,005,131円
　＠168,006千円

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 187 野生鳥獣被害防止事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

鳥獣被害防止総合対策交付金、鳥取県鳥獣被害総合対策事業費補助金、大山町有害鳥獣捕獲奨励
金ほか

個別計画 鳥獣被害防止計画

事業
概要

イノシシ等の有害鳥獣の捕獲活動及び捕獲奨励金の交付、クマ等の追払い対策、鳥獣被害対策協議会
補助金などにより鳥獣被害の防止を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )
1/3

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

鳥獣被害対策実施隊報酬 38 
労働保険（実施隊分） 1 
イノシシ等捕獲奨励金 9,970 
消耗品費（クマ等追払い分含む） 55 
有害鳥獣駆除等委託料 3,342 
散弾銃技能講習受講支援事業補助金 156 
野生鳥獣被害防止柵設置事業補助金 260 
大山町鳥獣被害対策協議会補助金 786 

区分

事業費 17,249 14,608 △ 2,641 野生鳥獣等被害防止
対策事業費補助金 6,345

国庫支出金 0 0 射撃環境改善事業補
助金 50

県支出金 9,677 6,395 △ 3,282

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 7,572 8,213 641

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 187 野生鳥獣被害防止事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農林事業者 野生鳥獣による農作物被害の軽減に取り組む

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

イノシシ・ニホンジカ捕獲頭数 頭 957 1,000 1,000 1,000 1,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

有害鳥獣による農作物被害額 千円 2,445 1,680 1,680 1,680 1,680

追加・
変更に
ついて

捕獲奨励金は、特にイノシシは自然環境によって大きく捕獲頭数（生息数）が変動するため、過去の実績を参
考に本年度の実績を踏まえ推定した。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 189 ともに目指す！担い手強化支援事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助金の交付に関する要綱
ともに目指す！担い手強化支援事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

農業者等が作成したプランの達成のために行う取り組みに必要な経費を支援する。
補助率：1/2（県1/3、町1/6）補助上限額：個人 6,000千円、法人 12,000千円
※ジャンプアップタイプ（R6年度以降のプランで、3年間のうち1年に限り利用可）個人 12,000千円、法人 
24,000千円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　ともに目指す！担い手強化支援事業費補助金 29,057 
　Ａ農園（トラクター）10,113千円×1/2
　Ｂ農場（乾燥調製施設）48,000千円×1/2

区分

事業費 39,130 29,057 △ 10,073 ともに目指す！担い手強
化支援事業費補助金 19,371

国庫支出金 0 0

県支出金 26,087 19,371 △ 6,716

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 13,043 9,686 △ 3,357

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 189 ともに目指す！担い手強化支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
生産額や生産規模拡大、低コスト化等を目指
す計画（プラン）の認定を受けた認定農業者
等

元気な農業者等を育成するとともに中核農家の更なるステップ
アップを後押しし、地域農業の振興と活性化を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助対象件数 件 1 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 737 多面的機能支払交付金事業 

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町多面的機能支払交付金交付要綱

個別計画

事業
概要

農業者及び地域住民等を含む組織が取組む地域資源（農地・水路・農道等）の基礎的保全活動、質
的向上を図る共同活動を支援する。
農地維持支払交付金（63組織）47,376,350円
資源向上支払交付金（共同）（42組織）18,737,916円
資源向上支払交付金（長寿命化）（45組織）51,125,463円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

3/4
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　多面的機能支払交付金 117,240 

区分

事業費 128,378 117,240 △ 11,138 多面的機能支払交付
金 87,929

国庫支出金 0 0

県支出金 96,283 87,929 △ 8,354

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 32,095 29,311 △ 2,784

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 737 多面的機能支払交付金事業 

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業者及び地域住民等を含む組織 集落ぐるみで行う農業資源の保全活動を支援することにより、継

続して活動する体制を整備されるとともに老朽化が進む集落内
の水路・農道の補修が進み整備されることで、農業生産活動の
維持を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活動取組組織 組織 76 67 67 67 67

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 853 就農条件整備事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・国又は県が定める農林水産関係補助金の交付に関する要綱（鳥取県就農条件整備事業補助金交付
要綱）

個別計画

事業
概要

認定新規就農者が就農後5年間の間に必要な農業機械・施設の整備にかかる費用について補助する。
　補助率　：　事業費の1/2（県1/3、町1/6）
　事業限度額　：　16,000千円/（5年間）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 3,240 614 △ 2,626 鳥取県就農条件整備
事業補助金 409

国庫支出金 0 0

県支出金 2,160 409 △ 1,751

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,080 205 △ 875

財
源
内
訳

事業費
の内訳

負担金補助及び交付金
　就農条件整備事業費補助金
　運搬車1台　＠1,227千円×1/2



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 853 就農条件整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
認定新規就農者 認定新規就農者が将来の担い手として、安定した農業経営を行うために必要な機械・施設を整備す

ることを支援し、早期に本町の担い手として自立してもらうことを目的とする。
　・就農初期の経済的負担が軽減される
　・機械・施設の確保により安定した経営ができる
　・継続的な営農継続につながる

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

事業実施者 人 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

計画達成率（１年目） ％ 0 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1019 新規就農者総合支援事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・国又は県が定める農林水産関係補助金の交付に関する要綱(鳥取県就農準備金・経営開始資金等事
業費補助金交付要綱）

個別計画

事業
概要

・農業次世代人材投資資金事業
　認定新規就農者で交付要件を満たし承認された方に対して経営開始後5年間、交付する。
　交付年額：最大150万円（夫婦の場合は225万円）（Ｒ3年度採択者～4・5年目は最大120万円）
　対象者：１組２名（夫婦加算）5年目
・経営開始資金事業
　認定新規就農者で交付要件を満たし承認された方に対して経営開始後3年間、交付する。
　交付年額：最大165万円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 6,638 2,574 △ 4,064 鳥取県就農準備金・経営開
始資金等事業費補助金 2,550

国庫支出金 0 0

県支出金 6,600 2,550 △ 4,050

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 38 24 △ 14

財
源
内
訳

事業費
の内訳

・農業次世代人材投資資金（経営開始型）
　対象者２名（夫婦加算）後期分
　＠900,000円
・経営開始資金
　対象者1名（経営開始3年目）
　＠1,650,000円
・謝礼金
　事業対象者の営農状況の現地確認及び営農状況　確認
会の出席謝礼として農業委員等への支払いするため
　＠4,700円×5回



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1019 新規就農者総合支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
認定新規就農者の早期の経営安定を図るため、
農業経営者になることについて強い意欲を有し、交
付要件を満たす50歳未満の新規就農者

農業経営が未熟で、所得の確保が難しい就農してから5年間の生活費等を支援することで、新規就
農者が将来の担い手として安定した農業経営を早期に行えるようにする。
　・独立自営就農のリスクを軽減させる
　・安定した農業経営を早期に確立させる
　・継続的な営農継続につながる

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

農業次世代人材投資資金交付者数 人 7 7 0 0 0

経営開始資金交付者数 人 1 2 1 1 1

確認会等謝礼金支払件数 件 5 5 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

認定新規就農者数 人 1 1 1 1 1

離農者数 人 0 0 0 0 0

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1027 経営所得安定対策推進事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 経営所得安定対策等推進事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

経営所得安定対策等推進のため、事業を実施する大山町農業再生協議会に事務費の補助を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

■負担金補助及び交付金
　経営所得安定対策等推進事業補助金 4,813 

区分

事業費 6,377 4,813 △ 1,564 経営所得安定対策等
推進事業補助金 4,813

国庫支出金 0 0

県支出金 6,377 4,813 △ 1,564

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1027 経営所得安定対策推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町内で農業を営む農家、農業法人等を
支える大山町農業再生協議会

大山町農業再生協議会が大山町内で農業を営む農家、農業
法人等の所得を安定させるために支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1067 環境保全型農業直接支払交付金事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 鳥取県環境保全型農業直接支払交付金交付要綱

個別計画

事業
概要

　環境保全に効果の高い営農活動の普及推進を通じて、農業生産全体のあり方を環境保全を重視したも
のに転換していくことを目的として交付する。
  化学肥料、化学合成農薬を都道府県の慣行レベルから原則５割以上低減する取組と合わせて行う対象
取組（カバークロップ（緑肥）の作付)と有機農業の取組に対して支援を行う。

対象の取組を行う農業者グループに対し、補助金を交付
※5年間の事業計画を作成し、町の認定を受けることが条件

環境保全型農業直接支払交付金
  カバークロップ　  5,000円/10a×383a＝191,500円
　有機農業　　　14,000円/10a×561a=785,400円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

3/4
( 　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　環境保全型農業直接支払交付金 977 

区分

事業費 1,439 977 △ 462 環境保全型農業直接
支払交付金 732

国庫支出金 0 0 0

県支出金 1,079 732 △ 347

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 360 245 △ 115

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1067 環境保全型農業直接支払交付金事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業者団体等 農業生産全体のあり方を環境保全を重視したものに転換してい

く。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

取組面積 a 2,398 383 944 944 944

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

取組事業者 団体 4 1 2 2 2

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円 千円

千円 千円

千円

千円

千円 千円

千円

千円

需用費
千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1081 農業振興費（推進事務）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

農業振興にかかる経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

報酬（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員） 1,844 役務費
職員手当（会計年度任用職員分） 　通信運搬費

期末手当 390 郵送料 110 
勤勉手当 328 携帯電話料金 154 

共済費（会計年度任用職員分） 　自動車保険料 51 
共済組合負担金 165 使用料及び賃借料
社会保険料 222 　自動車リース料 555 
雇用保険料 41 
旅費
費用弁償（ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員） 21 

消耗品費 40 
燃料費 522 

区分

事業費 8,470 4,443 △ 4,027 多面的機能支払交付
金推進事業補助金 179

国庫支出金 0 0 中山間地域等直接支
払推進事業補助金 1,380

県支出金 469 1,559 1,090

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 8,001 2,884 △ 5,117

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1081 農業振興費（推進事務）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農林水産課職員及び公用車等 安定した公務の遂行のため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1134 ともに目指す！産地強化支援事業

総合計画の位置づけ 08　自然の恵みを活かして「大山町の顔」をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助金の交付に関する要綱
ともに目指す！産地強化支援事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

市町村が作成した産地振興プランの達成のために行う取り組みに必要な経費を支援する。
補助率:ソフト事業　 2/3（県1/2、町1/6） ハード事業 1/2（県1/3、町1/6）
〇ソフト事業　事業費3,661千円×2/3
（生産性向上 1,332千円、女性活躍推進 68千円、ブランド・品質強化 161千円、新規就農者の確保 
100千円、井戸端会議活動費 2,000千円）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　ともに目指す！産地強化支援事業費補助金 2,441 

区分

事業費 10,899 2,441 △ 8,458 ともに目指す！産地強
化支援事業費補助金 1,831

国庫支出金 0 0

県支出金 7,494 1,831 △ 5,663

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 3,405 610 △ 2,795

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1134 ともに目指す！産地強化支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町が策定した農業の生産額拡大や地域の担
い手の育成などを目指した取り組みについての
振興計画（プラン）を実現するための取り組
みを行う農業協同組合等

地域農業の活性化や主要品目の生産強化、産地での農業生
産額の向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町内産ブロッコリー販売金額 千円 1,269,000 1,400,000 1,400,000 1,400,000 1,400,000

町内産ブロッコリー収量 ケース 471,800 596,300 596,300 596,300 596,300

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1173 親元就農者支援事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・国又は県が定める農林水産関係補助金の交付に関する要綱(鳥取県親元就農促進支援交付金交付要
綱）

個別計画

事業
概要

親元（認定農業者等地域農業の担い手として位置付けられる者）の三親等内の親族で、将来経営を継
承する者に対する研修費用として、親元に対し最長2年間補助金を交付する。
　交付月額　：　10万円
　交付期間　：　最長２年
　補助率　　：　10/10（県2/3、町1/3）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

2/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 9,000 6,800 △ 2,200 鳥取県親元就農促進
支援交付金 4,533

国庫支出金 0 0

県支出金 6,000 4,533 △ 1,467

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 3,000 2,267 △ 733

財
源
内
訳

事業費
の内訳

交付対象者　6名　　6,800,000円
　A（R6.12～：8か月）＠800,000円
　B（R7.8～：12か月）＠1,200,000円
　C（R7.8～：12か月）＠1,200,000円
　D（R8.4～：12か月）＠1,200,000円
　E（R8.4～：12か月）＠1,200,000円
　F（R8.4～：12か月）＠1,200,000円



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1173 親元就農者支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
親元（認定農業者等地域農業の担い手として位
置付けられる者）の三親等内の親族で、将来経営
を継承する者

認定農業者等地域農業の担い手として位置づけられる農業経営体の親族の当該経営体への就農を
促進し、農業経営の継続的な発展と地域農業の担い手としての定着を図る。
　・農家の後継者が確保される
　・農家の継承＝地域の担い手が確保される

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

交付対象者数 人 6 6 6 6 6

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

新規採択者 人 1 3 3 3 3

定着率 ％ 100 100 100 100 100

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1184 鳥取梨生産振興事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・国又は県が定める農林水産関係補助金の交付に関する要綱(鳥取梨生産振興事業費補助金交付要
綱）

個別計画

事業
概要

梨の生産振興について、緊急的に防災・減災対策を強化し、「新甘泉」等の新品種の拡大と合わせて梨産
地の強化に不可欠な基幹品種「二十世紀」について、栽培面積の減少傾向からの脱却、面積維持・拡大へ
の転換を図るため、高齢化による対応する機械の共同利用、ジョイント栽培の推進苗木の安定供給等により
梨産地の活性化を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

10/10、1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 22,885 12,419 △ 10,466 鳥取梨生産振興事業
費補助金 12,206

国庫支出金 0 0

県支出金 22,076 12,206 △ 9,870

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 809 213 △ 596

財
源
内
訳

事業費
の内訳

主体A：9,977千円（県：9,764,288円　町：212,500円）
主体B：2,442千円（県：2,441,686円　町：0円）

・「新甘泉等」特別対策事業
　　全面改植（29a）苗木：1,022,175円
　　新植（21.25ａ）苗木・改良資材：716,625円
　　果樹棚（21.25ａ）790,685円
　　網掛け施設（8.8a）994,759円
　　かん水施設（19ａ）480,785円
　　かん水施設（29.75ａ）580,616円
　　多目的防災網（17.35a）1,134,189円
　　かん水施設（17.35ａ）608,678円

・「ジョイント栽培拡大事業」
　　網掛け施設（2.7a）203,473円
　　多目的防災網（9.65a）473,123円
　　かん水施設（9.65ａ）225,696円

・「育成促進対策」（200千円/10a：県1/2、町1/2）
　　21.25a：425,000円

・「低コスト体制強化対策」
　　SS　3,080,000円
　　SS　1,682,670円



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1184 鳥取梨生産振興事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業協同組合、認定農業者 梨の生産振興について、緊急的に防災・減災対策を強化し、「新甘泉」等の新品種の拡大と合わせて

梨産地の強化に不可欠な基幹品種「二十世紀」について、栽培面積の減少傾向からの脱却、面積
維持・拡大への転換を図るため、高齢化に対応する機械の共同利用、ジョイント栽培の推進苗木の安
定供給等により梨産地の活性化を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請者数 人 8 4 8 8 8

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

生産高 千円 611686 534300 534300 534300 534300

生産面積 a 3711 3729 3729 3729 3729

生産者数 人 81 75 75 75 75

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1193 耕畜連携推進事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 町内産堆肥利用促進事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

耕畜連携を推進するために必要な機械等の維持管理を行い、良質な堆肥の供給を行う。
また、堆肥購入を助成することにより堆肥の利用を促進し耕畜分野の連携強化を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

修繕料（車両） 719 
手数料 2 
保険料 63 
堆肥センター運営委託料 750 
町内産堆肥利用促進助成補助金 800 
重量税 58 

区分

事業費 2,034 2,392 358

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 2,034 2,392 358

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1193 耕畜連携推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業事業者 畜産排泄物を堆肥化し、農作物の肥料として循環させるため、

構築農家が連携し取り組む支援を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

散布台数 台 197 200 200 200 200

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

散布台数 台 197 200 200 200 200

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

　A（自動操舵トラクター）10,561千円×1/2
　B（自動操舵トラクター）9,000千円×1/2
　C（ドローン）3,291千円×1/2
　D（自動操舵田植機、ドローン）9,000千円×1/2

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1447 農業生産拡大に向けたスマート農業推進事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助金の交付に関する要綱
農業生産拡大に向けたスマート農業推進事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

農業における省力・軽労化を図り、人手不足等の課題解決を目的としたスマート農業技術の導入を支援す
る。　補助率：1/2（県1/3、町1/6）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　農業生産拡大に向けたスマート農業推進事業費補助金 15,927 

区分

事業費 8,706 15,927 7,221 農業生産拡大に向けた
スマート農業推進事業 10,617

国庫支出金 0 0

県支出金 5,803 10,617 4,814

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 2,903 5,310 2,407

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1447 農業生産拡大に向けたスマート農業推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
認定農業者、集落営農組織、任意組織等 農業における省力・軽労化や労働力確保・技術継承に向けたス

マート農業技術の推進及等の取組を支援することで、農業にお
ける省力・軽労化を図り、人出不足等の課題解決を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助対象件数 件 3 2 4 4 4

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

　A組合（トラクター）7,631千円×1/2

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1489 中山間地域を支える水田農業支援事業

総合計画の位置づけ 30　豊かな自然を活用し、大山の恵みと共生するまちを続けよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助金の交付に関する要綱
鳥取県中山間地域を支える水田農業支援事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

水田農業の維持・発展に必要な農業用機械の導入等に必要な経費を支援する。
補助率：1/2（県1/3、町1/6）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　中山間地域を支える水田農業支援事業補助金 3,816 

区分

事業費 3,000 3,816 816 中山間地域を支える水
田農業支援事業補助 2,544

国庫支出金 0 0

県支出金 2,000 2,544 544

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,000 1,272 272

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1489 中山間地域を支える水田農業支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地域計画の目標地図に位置付けられているま
たは人・農地プランの中心経営体に位置付けら
れている個人農業者。（認定農業者・集落営
農組織の構成員・認定新規就農者は除く）

中山間地域で水田農業を支える農業者を育成するとともに、地
域の水田農業の維持・発展を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助対象件数 件 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

対象者の水田集積面積 ha 2 12.7 15 18 20

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1576 産地主体型就農支援モデル確立事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・国又は県が定める農林水産関係補助金の交付に関する要綱(産地主体型就農促進支援事業費補助金
交付要綱）

個別計画

事業
概要

産地の維持・発展に必要な新規就農者の確保、定着をより円滑に進めるためには、地域ぐるみでの受入体
制構築が重要であるため、産地が主体的に後継者を確保・育成する仕組みとして、産地の将来ビジョンに基
づき、新規就農希望者に対する技術習得研修、継承すべき優良農地の維持管理、研修や営農開始に必
要な機械・施設整備等を先行して進め、パッケージで支援する体制づくりをモデル的に支援する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 1,180 1,171 △ 9 産地主体型就農促進
支援事業 585

国庫支出金 0 0

県支出金 590 585 △ 5

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 590 586 △ 4

財
源
内
訳

事業費
の内訳

①産地受入協議会事業（県1/2　町1/2）
　　事業費上限：200千円/地区
　・産地PRグッズ　　＠26,000円　＠42,000円
　・新農業人フェア出展料　＠50,000円
　・新農業人フェア旅費2名分　@72,382円
　　合計：190,382円

②産地受入条件整備事業（県1/2　町1/2）
　　研修受入農家が研修生に対して実施する、技術・経営
等の研修実施経費
　　＠40千円×12カ月/1人＝480,000円　

③新規就農者等受入準備資金事業
     （県1/2　町1/2）
　新規就農希望者が栽培技術習得のために研修園とし
て利用する際に見込まれる損失を補填
　・研修園の設置費助成
　　　補助額 ： 梨 200千円/10a
　　　事業費（25a） 500,000円



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1576 産地主体型就農支援モデル確立事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業協同組合等 新規就農希望者に対する技術習得研修、継承すべき優良農地の維持管理、研修や営農開始に必

要な機械・施設整備等を先行して進め、パッケージで支援する体制づくりをモデル的に支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

相談者数 人 7 5 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

新規就農者数 人 0 1 1 1 1

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1617 特定家畜伝染病危機管理対策事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 鳥取県豚熱感染確認区域内野生イノシシジビエ利用支援事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

豚熱感染確認区域において、野生イノシシをジビエ利用する際必要な検査において陽性個体と判定され、産
業廃棄物として廃棄されることになった個体の廃棄費用について、県の支援を活用し事業主体に支援する。
（（処分費6,000円+缶代1,000円）×４缶分+送料25,000円）×20頭分×県1/2
　４缶分：６０kg相当

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　豚熱感染確認区域内野生イノシシジビエ利用支援事業費補助金 530 

区分

事業費 0 530 530 豚熱感染確認区域内野生イノシ
シジビエ利用支援事業費補助金 530

国庫支出金 0 0

県支出金 0 530 530

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1617 特定家畜伝染病危機管理対策事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
県の認定した獣肉解体処理施設事業者 野生イノシシのジビエ利用促進のため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助対象個体数 頭 0 20 20 20 20

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

支援頭数 頭 0 20 20 20 20

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1619 主要園芸品目生産振興事業

総合計画の位置づけ 08　自然の恵みを活かして「大山町の顔」をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助金の交付に関する要綱
鳥取県主要園芸品目生産振興事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

白ねぎ、ブロッコリー産地の強化を図るため、省力化・効率化等に必要な機械導入、収量向上・品質安定の
ための新技術の普及促進、基盤整備などの取組を総合的に支援する。
補助率：1/2（県1/3、町1/6）　産パ活用時補助率：2/3（県5/9、町1/9）
〇産地規模拡大（産パ）　鳥取西部農協白ねぎ部会　トラクター・収穫機等農業機械（5台）
　事業費@38,270千円×2/3
〇産地規模拡大（一般）　鳥取西部農協ブロッコリー部会他　移植機等農業機械（17台）
　事業費@34,260千円×1/2
〇暑熱対策　鳥取西部農協白ねぎ部会、ブロッコリー部会　保冷庫、エアコン、潅水装置等（14台）
　事業費@10,063千円×1/2

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/3、5/9
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　主要園芸品目生産振興事業費補助金 47,675 

区分

事業費 0 47,675 47,675 主要園芸品目生産振興
事業費補助金 36,035

国庫支出金 0 0

県支出金 0 36,035 36,035

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 11,640 11,640

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1619 主要園芸品目生産振興事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
生産組織、ＪＡ、農業者、法人等 農業所得の向上、力強い産地づくりを加速化し、主要園芸品目

（白ねぎ、ブロッコリー）産地の強化を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

町内産ブロッコリー収量 ケース 471,800 596,300 596,300 596,300 596,300

町内産白ねぎ収量 ケース 189,000 240,000 240,000 240,000 240,000

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

　Ａ農場（乾燥調製施設）100,000千円×2/3

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1631 攻守の要となる水田農業法人育成事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

国又は県が定める農林水産業関係補助金の交付に関する要綱
攻守の要となる水田農業法人育成事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

水稲作付面積の拡大、経営の安定化等に資する機械施設整備等に要する経費を支援する。
補助率：2/3（県1/2、町1/6）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　攻守の要となる水田農業法人育成事業費補助金 66,667 

区分

事業費 0 66,667 66,667 攻守の要となる水田農
業法人育成事業費補 50,000

国庫支出金 0 0

県支出金 0 50,000 50,000

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 16,667 16,667

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1631 攻守の要となる水田農業法人育成事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
水田農業法人 水田農業の将来を支える基幹的な法人の育成及び県が推進す

る施策の先導的な取組を支援することで、地域農業の維持発
展の実現を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

水田農業法人の水稲作付面積拡大、経営安定化の取組を支援することで、地域農業の維持・発展の実現を
図る。令和7年度からの県による新規事業。
事業費上限：100,000千円（3年間）
補助率：2/3（県1/2、町1/6）

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1632 梨生産体制応援事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

開葯センターの老朽化に伴い、空調施設の調湿機能が故障しているため適切な湿度管理ができず開葯作
業に支障が出ている。当該施設は、大山町内の交配に使う花粉の開葯作業の多くを担っており、空調施設
の更新が急務であるため支援を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 8,924 8,924 ふるさと応援基金繰入金 8,924

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 8,924 8,924

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳

負担金補助及び交付金
　梨生産体制応援事業補助金
　・空調設備更新　
　　　＠8,474,000円×0.8＝6,779,200円
　・開葯センター建屋改修
　　　＠2,680,000円×0.8＝2,144,000円



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町予算

30 農林水産業費 5 農業費 3 農業振興費

事業名 1632 梨生産体制応援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
鳥取西部農業協同組合 大山町内で花粉が安定的に調達できるよう、開葯施設の

空調設備等の更新が必要なため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

生産パック数 パック 1,354 2,270 2,300 2,300 2,300

利用者数 人 50 49 49 49 49

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

梨生産高 千円 611,686 534,300 534,300 534,300 534,300

追加・
変更に
ついて

大山果実部陳情案件で空調施設の更新が急務であり、町内産の花粉を安定的に調達できるよう支援する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 4 畜産業費

事業名 1629 酪農支援事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

酪農事業者に対し安定経営と経営発展のため支援する

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　県畜産推進機構負担金 67 
　乳用牛改良促進事業（ゲノム検査費） 1,800 
　乳用牛改良促進事業（性判別精液購入） 2,000 
　鳥取県酪農振興対策関係事業費補助金 541 
　乳牛共進会等補助金 1,250 

区分

事業費 0 5,658 5,658 地方創生推進交付金 1,900

国庫支出金 0 1,900 1,900 市町村創生交付金 625

県支出金 0 625 625

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 3,133 3,133

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 4 畜産業費

事業名 1629 酪農支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
畜産事業者 安定経営と経営発展（乳牛の品質向上）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ゲノム検査数 頭 250 250 250 250 250

性判別精液購入数 頭 427 400 400 400 400

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

酪農農家数 戸 26 26 26 26 26

追加・
変更に
ついて

令和８年度から208畜産業費（一般）を1629酪農支援事業と1630肉用牛支援事業に分割。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 4 畜産業費

事業名 1630 肉用牛支援事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

肉用牛飼育事業者に対し安定経営と経営発展のため支援する

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　鳥取県畜産共進会出品報奨金 100 
　優良雌牛導入保留奨励事業補助金 2,000 

区分

事業費 0 2,100 2,100 地方創生推進交付金 1,000

国庫支出金 0 1,000 1,000

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 1,100 1,100

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 4 畜産業費

事業名 1630 肉用牛支援事業

対象（誰を対象にしているか） 1630
肉用牛飼育事業者 安定経営と経営発展（肉用牛の品質向上）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

優良雌牛導入保留数 頭 20 20 20 20 20

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

肉用牛農家数 戸 33 33 33 33 33

追加・
変更に
ついて

令和８年度から208畜産業費（一般）を1629酪農支援事業と1630肉用牛支援事業に分割。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円

千円 千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 210 農地費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 土地改良法

個別計画

事業
概要

土地改良事業の推進並びに畑かん施設及びJRアンダーポンプ場の維持管理に係る経費及び負担金等

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

需用費 負担金補助及び交付金
　消耗品費 150 　県農業農村整備事業推進協議会負担金 24 
　燃料費(JRｱﾝﾀﾞｰﾎﾟﾝﾌﾟ場発電機) 10 　県土地改良事業団体連合会負担金 30 
　光熱水費(JRｱﾝﾀﾞｰﾎﾟﾝﾌﾟ電気代) 468 　県農道台帳作成管理ｾﾝﾀｰ負担金 289 
役務費 　西部土地改良事業推進協議会負担金 2 
　通信運搬費(JRｱﾝﾀﾞｰﾎﾟﾝﾌﾟ電話代) 35 　基幹水利施設管理事業負担金 6,282 
委託費 　水利施設管理強化事業負担金 2,470 
　JRｱﾝﾀﾞｰ排水ﾎﾟﾝﾌﾟ点検委託 506 
　農地情報システム保守委託料 444 
工事請負費
　JRｱﾝﾀﾞｰ水中ﾎﾟﾝﾌﾟ更新工事 2,567 

区分

事業費 21,935 13,277 △ 8,658

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 12,500 △ 12,500

その他 0 0

一般財源 9,435 13,277 3,842

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 210 農地費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
畑かん利用者・農業従事者・一般町民 土地改良事業の推進並びに畑かん施設及びJRアンダー（下

市）の安全な利用

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

JRアンダーポンプ場維持管理委託 件 1 1 1 1 1

JRアンダーポンプ場施設修繕 件 1 0 1 1 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

消耗品費（レミファルト材）
千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 211 農道維持補修費

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 土地改良法　第2条

個別計画

事業
概要

〇事業目的
小規模な農道及び公共性のある農業用施設に対する維持管理等に係る経費。
〇主な施策内容
簡易舗装修繕用のレミファルト材支給、農業施設の緊急修繕対応、広域・農免農道維持工事

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　一般用(20kg/00袋)@950×10袋×1.1 11 
　細粒型(20kg/袋)@1,920×10袋×1.1 21 
　重荷重型(10kg/袋)@1,920×10袋×1.1 21 
委託費
　緊急修繕 250千円×2件 500 
　広域・農免農道樹木管理 1,000 
　JR上部水路橋修繕委託 1,000 
工事請負費
　広域・農免農道維持工事 1,000 

区分

事業費 3,580 3,553 △ 27 農道占用料 240

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 240 240 0

一般財源 3,340 3,313 △ 27

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 211 農道維持補修費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業従事者及び農道利用者 農道・大型農道の維持管理、

国道9号・ＪＲ上部水路橋　点検・修繕を行い、
農道利用者等の安全を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

レミファルト材の支給 袋 43 60 30 30 30

農業施設の緊急修繕対応 件 2 3 3 3 3

広域・農免農道維持工事 件 0 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 212 県営土地改良事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 土地改良法

個別計画

事業
概要

県営水利施設保全高度化事業（畑かん整備等）に係る負担金及び鳥取県土地改良事業団体連合会
の特別負担金
◆旧畑かん施設の撤去（中山２期地区、名和2期地区、大山（国営）地区）
◆県営畑かん事業の推進（中山３期地区、名和３期地区）※畑かん整備については最終年度

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
( 70％ )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　土地改良事業団体連合会特別負担金 372 
　中山2期地区県営畑地帯総合整備事業負担金 1,000 
　名和2期地区県営畑地帯総合整備事業負担金 1,000 
　中山3期地区県営畑地帯総合整備事業負担金 3,150 
　名和3期地区県営畑地帯総合整備事業負担金 39,375 
　大山地区県営畑地帯総合整備事業負担金 1,500 

区分

事業費 42,685 46,397 3,712 過疎対策事業債 18,900

国庫支出金 0 0 0 県営土地改良事業分
担金 500

県支出金 0 0 0

地方債 18,000 18,900 900

その他 600 500 △ 100

一般財源 24,085 26,997 2,912

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 212 県営土地改良事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
畑かん利用者・農業従事者 畑かん・付属設備を整備し、畑地かんがいの安定化と省力化を

図り、農家経営を支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

畑かん給水栓整備件数 基 20 24 12 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

給水栓設置数（累計） 基 940 964 976 976 976

追加・
変更に
ついて

国営で整備された旧畑かん撤去事業（大山地区県営畑地帯総合整備事業）について負担金を計上。
※従前は中山2期及び名和2期で負担
負担割合　（県営旧畑かん）国50％、県40％、町10％
　　　　　　　（国営旧畑かん）国75％、県20％、町5％

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円 千円

千円

千円 千円

千円 千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 213 単町土地改良事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

大山町畑地土地改良区補助金交付要綱
大山山麓補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

町内の土地改良区の
①年間運営費補助、事務局職員の人件費計上
②各々が負担する大山山麓地区土地改良区連合への施設維持管理費委託費用の補助

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

報酬 負担金補助及び交付金
　会計年度職員報酬3名 6,022 　中山地区畑地土地改良区補助金 200 
期末手当等 　名和地区畑地土地改良区補助金 200 
　期末手当3名 1,268 　大山地区畑地土地改良区補助金 200 
　勤勉手当3名 1,067 　 大山山麓土地改良区連合運営費補助金 12,151 
共済費
　共済組合負担金3名 550 
　社会保険料3名 745 
　雇用保険料3名 131 
旅費
　費用弁償3名 78 

区分

事業費 13,211 22,612 9,401

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 13,211 22,612 9,401

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 213 単町土地改良事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内の土地改良区 ①各改良区の運営費を助成し、土地改良事業の推進と農業用施設

の維持管理活動を支える。
②高額な大山山麓地区土地改良区連合運営費の支払いを補助し、
改良区の経済的負担を軽減する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

大山土地改良区・大山町名和土地改良区・中山町土地改良区の事務局職員（会計年度任用職員３名）
の人件費を計上。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 214 水と土保全対策基金事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

土地改良法
大山町水と土保全対策基金事業

個別計画

事業
概要

○事業目的
　基金により農業用用排水施設等の維持管理並びに整備促進を図り、地域の活性化につなげる。
○主な施策内容
　運用利息の積みたて
　令和6年度末現在高　25,044千円

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

積立金
　水と土保全対策基金積立金 148 

区分

事業費 105 148 43 水と土保全対策基金利
子 148

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 105 148 43

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 214 水と土保全対策基金事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業用用排水路利用者 農業用用排水露頭の維持管理及び整備促進のため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 933 しっかり守る農林基盤交付金事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 土地改良法　第2条

個別計画

事業
概要

〇事業目的
農林地を維持保全し農林業を継続していく上で、農林業者だけでは対応できない農林業生産基盤の小規
模な整備補修や放置された山腹水路、ため池の防災措置などに要する経費を支援する。
〇事業内容
農道整備、用排水施設整備、暗渠排水整備、ため池施設整備、原材料等支給事業

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )

20%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　23,000千円(工事請負費)×10% 2,300 
使用料及び賃借料
　@100千円×25件 2,500 
原材料費
　@100千円×25件 2,500 
工事請負費
　要望箇所（15箇所） 23,000 

区分

事業費 32,500 30,300 △ 2,200 しっかり守る農林基盤交
付金事業 15,150

国庫支出金 0 0 しっかり守る農林基盤交
付金事業分担金 5,060

県支出金 16,250 15,150 △ 1,100

地方債 0 0

その他 5,500 5,060 △ 440

一般財源 10,750 10,090 △ 660

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 933 しっかり守る農林基盤交付金事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
自治会・水利組合等 農林地を維持保全し農林業を継続していく上で、農林業者だけでは

対応できない農林業生産基盤の小規模な整備補修や放置された山
腹水路、ため池の防災措置などに要する経費を支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

委託料（測量設計） 件 1 1 1 1 1

工事請負費（施設修繕） 件 26 25 20 20 20

原材料・機械代借上げ料 件 13 25 25 25 25

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 1204 農村地域防災減災事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 土地改良法

個別計画

事業
概要

農業用施設の耐震改修をおこない、施設の安定化を図る.

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

90%
(  50％  )

(           )

(　　　　　)

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金
　光徳地区水路橋改修負担金 20,800 
　長池地区ため池改修負担金 9,350 

区分

事業費 12,400 30,150 17,750 公共事業等債 27,100

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 11,100 27,100 16,000

その他 0 0

一般財源 1,300 3,050 1,750

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 1204 農村地域防災減災事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業従事者等 老朽化した農業用施設の耐震改修を行い、災害時の減災を図り、施

設の安定した維持につなげていく。
 光徳水路橋（13％）
 長池（11％）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請負費
千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 1343 農業水路等長寿命化・防災減災事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 鳥取県土地改良事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

〇事業目的
農業水利施設の安定的な機能の発揮に必要な長寿命化対策及び防災減災対策を行う。
〇事業内容
　継続事業：小谷ため池
　新規事業：無し

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　小谷ため池防災減災対策推進工事 10,000 

区分

事業費 30,500 10,000 △ 20,500 農業水路等長寿命化・防
災減災事業補助金 10,000

国庫支出金 0 0

県支出金 24,725 10,000 △ 14,725

地方債 3,100 0 △ 3,100

その他 2,325 0 △ 2,325

一般財源 350 0 △ 350

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 1343 農業水路等長寿命化・防災減災事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
自治会・水利組合等 農林地を維持保全し農林業を継続していく上で、農林業者だけでは

対応できない農林業生産基盤の小規模な整備補修や放置された山
腹水路、ため池の防災措置などに要する経費を支援する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

委託料（測量設計外） 件 1 8 0 0 0

工事請負費（施設修繕） 件 2 8 1 6 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 1528 農村整備事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 鳥取県土地改良事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

〇事業目的
農道橋について、供用開始から相当の年月が経過し、老朽化による劣化が進んでいるため、点検診断を行い
修繕計画を立てることで今後のインフラ機能の延命を図る。
〇事業内容
一の谷橋橋梁修繕工事、新三坂橋橋梁修繕調査設計・積算委託

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )

90%
(   50％   )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

委託料
　新三坂橋橋梁修繕工事測量設計委託料 8,250 
　工事積算業務委託料 890 
工事請負費
　一の谷橋橋梁修繕工事 10,000 

区分

事業費 23,345 19,140 △ 4,205 農村整備事業補助金 9,125

国庫支出金 0 0 公共事業等債 8,200

県支出金 18,000 9,125 △ 8,875

地方債 0 8,200 8,200

その他 0 0

一般財源 5,345 1,815 △ 3,530

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 5 農地費

事業名 1528 農村整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
農業従事者等 老朽化した農道橋を修繕することでインフラ機能の延命を図り、

利用者の安全を確保する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

農道橋定期点検業務委託 橋 13 9 0 0 0

農道橋長寿命化修繕計画業務委託 橋 0 22 0 0 0

橋梁修繕工事及び設計委託 橋 0 1 2 2 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

　令和7年度に農道橋長寿命化計画を策定し、計画に沿って今後の修繕計画を実施する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 1350 獣肉解体処理施設管理事業

総合計画の位置づけ 08　自然の恵みを活かして「大山町の顔」をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町獣肉解体処理施設条例

個別計画 大山町鳥獣被害防止計画

事業
概要

有害鳥獣捕獲等により捕獲したイノシシを地域資源として活用するため、獣肉解体処理施設を指定管理制
度により管理委託を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

光熱水費 60 
修繕料（施設外壁） 412 
受水槽法定検査手数料 18 
受水槽清掃業務手数料 93 
建物火災保険料 39 

区分

事業費 210 622 412

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 210 622 412

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 1350 獣肉解体処理施設管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
施設利用者 有害鳥獣捕獲等により捕獲したイノシシを地域資源として活用

し、地域の活性化に資する

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

解体処理数 頭 187 200 200 200 200

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

解体処理数 頭 187 200 200 200 200

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 1457 中山活性化センター運営費

総合計画の位置づけ 13　普段から健康な暮らしを意識しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町中山農村活性化施設条例
大山町中山農村活性化施設規則

個別計画

事業
概要

利用申請及び鍵の貸し出しなどの日常業務に合わせ、活性化施設内の除草、清掃等の維持管理

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

消耗品費 49 
光熱水費 384 
建物火災保険料 58 
消防設備保守点検委託料 31 

区分

事業費 459 522 63 農業施設費使用料 1

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 1 1 0

一般財源 458 521 63

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 1457 中山活性化センター運営費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
施設利用者 安全に施設利用ができる

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

施設利用回数 回 49 40 40 40 40

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

施設利用回数 回 49 40 40 40 40

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

使用料及び賃借料
千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 1 林業総務費

事業名 232 林業総務費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

【事業概要】
　林業業務の一般経費。
【主な内容】
　森林クラウドシステムの年間利用料、日野川の源流と流域を守る会費、県治山林道協会負担金、
　県緑化推進委員会負担金、林業労働者福祉向上推進事業費負担金

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　森林クラウド利用料 198 
負担金補助及び交付金
　日野川の源流と流域を守る会費 5 
　県治山林道協会負担金 57 
　県緑化推進委員負担金 18 
　林業労働者福祉向上推進事業費負担金 163 

区分

事業費 551 441 △ 110 森林整備基金繰入金 198

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 288 198 △ 90

一般財源 263 243 △ 20

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 1 林業総務費

事業名 232 林業総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
林業事業者、地域住民 林業労働者の福祉向上、雇用条件の改善。

森林の公益的機能（水源確保・災害防止）の維持。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 1 林業総務費

事業名 1354 森林経営管理事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 森林経営管理法

個別計画

事業
概要

平成31年4月に新たな法律である森林経営管理法が施行され、森林経営管理制度がスタートした。この制
度により、経営管理が行われていない森林については、市町村が仲介役となり森林所有者と民間事業者をつ
なぎ、森林の経営管理を確保し、林業の成長産業化と森林の適切な管理の両立を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　森林所有者への意向調査 3,404 
　経営管理権集積計画策定 1,614 
積立金
　大山町森林整備基金積立 20,410 

区分

事業費 24,554 25,428 874 森林整備基金繰入金 5,018

国庫支出金 0 0 森林整備基金利子 261

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 3,708 5,279 1,571

一般財源 20,846 20,149 874

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 1 林業総務費

事業名 1354 森林経営管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
森林所有者 適切な森林管理を促し、森林所有者自らが経営管理できない

場合、町が経営管理委託を受ける。。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

意向調査 ha 70 24 95 66 54

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

森林整備基金
　令和６年度末現在高　57,148千円

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

・巣箱コンクール記念品（図書カード）　3千円
・消耗品費　8千円
・ナラ枯れ作業場光熱水費　32千円
　　上水道料金：8,000円（1,006円×7ｹ月）
　　下水道料金：15,000円（2,095円×7ｹ月）
　　電気料金：　 9,000円
・上水道再開栓手数料（旧庄内保育所）　2,750円
・旧庄内保育所ナラ枯れ予防事業資材他残置物処分手数料　1,000,000円
・建物災害共済（旧庄内保育所）　41,453円
・森林管理巡視業務委託　2,101千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 233 林業振興費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

【事業概要】林業振興のための経費。
<ナラ枯れ被害予防事業資材等処分>
旧庄内保育所に保管中の不要となったナラ枯れ予防事業のペットボトルトラップの処分費と場所使用における経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 2,312 3,189 877

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 2,312 3,189 877

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 233 林業振興費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
林業振興および森林の維持管理に要する経
費

林業振興および森林の維持管理のための経費

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

ナラ枯れ予防事業資材等処分 ％ 0 0 100 0 0

森林巡視業務委託 ha 7,794 7,794 7,794 7,794 7,794

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

<野鳥の森管理委託>
「森林の持つ様々な機能を高めることにより、訪れる人々が緑を愛し森林づくりへの理解を深める」ことを目的として
県により整備（Ｈ5～Ｈ7）された生活環境保全林「中山野鳥の森」は、現状で利活用が見込めないため、町
による除草委託等の維持管理を中止する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 842 竹林整備事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

竹林整備事業費補助金交付要綱
竹林整備事業実施要領

個別計画

事業
概要

管理不足による放置竹林の拡大を防止するため、切り抜き等による竹林の整備を支援し、竹林の適正な管
理を行うための森林整備等を支援する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　竹林整備事業費補助金（２件） 12,190 

区分

事業費 10,635 12,190 1,555 竹林整備事業費補助金 12,190

国庫支出金 0 0

県支出金 10,635 12,190 1,555

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 1,555

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 842 竹林整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
森林所有者、森林組合、協定締結事業者 管理不足による放置竹林の拡大防止。

竹林の適正管理、森林環境の改善。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

申請数 件 2 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

【松くい】
・松くい虫被害対策地区連絡協議会委員謝礼

4,700円×11名分＝52千円（1/2）
・消耗品費 50千円
・特別防除386ha×2回　43,598千円（5/10、6.5/10）
・地上散布1.3ha×2回　740千円（10/10）
・養蜂移転210群 928千円（1/2、10/10）
【ナラ枯れ】
・立木ビニール被覆撤去（220本） ＠800千円（1/2）

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 852 松くい虫等防除事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

森林病害虫等防除法
松くい虫等防除事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

　松くい虫やナラ枯れの被害から松林（高度公益機能森林、地区保全森林指定）及びナラ林を守るため、
各病害虫の生態に合わせた効果的な予防及び駆除作業を実施する。
　ナラ枯れ被害対策は被害状況の鎮静化により予防・駆除事業を整理し、ビニール被覆撤去のみ取り組む
ものとする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 55,584 46,168 △ 9,416 松くい虫等防除事業補助金 25,215

国庫支出金 0 0 過疎対策事業債ソフト 20,900

県支出金 28,285 25,215 △ 3,070

地方債 25,200 20,900 △ 4,300

その他 2,000 △ 2,000

一般財源 99 53 △ 46

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 852 松くい虫等防除事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
森林所有者 松くい虫やナラ枯れの被害から森林を守る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

松くい虫防除事業 ha 386 386 386 386 386

ナラ枯れビニール被覆撤去 本 224 130 220 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

松くい虫防除事業 ha 386 386 386 386 386

ナラ枯れビニール被覆撤去 本 224 130 220 0 0

追加・
変更に
ついて

令和８年度より松くい虫防除事業での秋期緊急防除は、経費見直しによる大幅な事業費の増が見込まれ、関
係自治体との調整の中で財政負担を理由に中止することとなった。また、ナラ枯れ対策事業でのペットボトルトラッ
プ設置を中止する。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

消耗品費
樹木粉砕機消耗品　5千円

燃料費
樹木粉砕機等燃料　5千円

修繕料
樹木粉砕機修繕料　485千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 1175 大山町循環型森林資源活用計画推進事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町樹木粉砕機貸出要綱（Ｒ1.10.1告示第39号）

個別計画

事業
概要

森林資源の有効活用を図るため樹木粉砕機の貸出しに要する経費。
町民による適切な森林整備を図るため、樹木粉砕機の維持修繕を行う。
■粉砕機　　小型２台、　中型１台

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 831 495 △ 336 物品貸付収入 93

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 93 93 0

一般財源 738 402 △ 336

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 1175 大山町循環型森林資源活用計画推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内に住所を有する森林所有者及び自治会
等

樹木粉砕機を貸し出すことで、町内の森林を整備し森林資源の
有効活用を図り、併せて竹林整備を推進し景観の向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

貸出件数（小型） 件 25 26 26 26 26

貸出件数（中型） 件 4 5 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

【賃借料】
（小型）2,200円／日
（中型）2,750円／日

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
　森林整備担い手育成総合対策事業費補助金

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 1483 森林整備担い手育成対策事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 森林整備担い手育成総合対策事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

正規雇用する林業労働者に係る社会保険料（健康保険、介護保険、厚生年金等）の事業主体負担分
の経費を補助する。対象経費は本補助金申請年度に負担した掛け金とする。補助率：1/2（県1/4、町
1/4）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/4
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　社会保険料掛金助成事業（２名分）
　　　780,000円×1/2 390 

区分

事業費 195 390 195 森林整備担い手育成総合
対策事業費補助金 195

国庫支出金 0 0

県支出金 97 195 98

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 98 195 195

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 1483 森林整備担い手育成対策事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
林業労働者 林業労働者を育成・確保するため、技術向上、労働条件の改

善を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

活用件数 人 1 1 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 1506 森林環境譲与税関連事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

間伐材搬出等事業費補助金交付要綱
造林事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

森林環境譲与税を活用した補助事業を実施するものであり、主な内容としては間伐材搬出支援事業として
町内の山林で事業体および森林所有者が間伐事業等を実施し搬出した際の補助、保育間伐支援事業と
して町内の山林で事業体および森林所有者が搬出のできない場所での保育間伐や除伐した際に補助する
もの。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

100%
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　間伐材搬出支援事業費補助金 2,000 
　保育間伐支援事業費補助金 4,411 
　機能回復整備事業費補助金 2,277 

区分

事業費 3,129 8,688 5,559 森林整備基金繰入金 8,688

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 3,129 8,688 5,559

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 2 林業振興費

事業名 1506 森林環境譲与税関連事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
森林所有者 健全な森林の育成、資源の有効活用を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

間伐面積 ha 7 27 29 30 30

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

工事請負費
千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 3 林業施設費

事業名 1605 森林環境保全整備事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 鳥取県林道事業補助金交付要領

個別計画

事業
概要

〇事業概要
三谷林道第一橋の定期点検において、判定Ⅲで補修の必要が生じたため、補修工事に伴う調査設計等を
行う。
〇事業予定
令和7年度　調査・設計等　・　令和8年度　補修工事

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )
100%

(  70％ )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

　三谷林道第一橋橋梁補修工事 7,000 

区分

事業費 5,768 7,000 1,232 鳥取県林道事業補助金 3,500

国庫支出金 0 0 過疎対策事業債 3,500

県支出金 2,500 3,500 1,000

地方債 2,500 3,500 1,000

その他 0 0

一般財源 768 0 △ 768

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 10 林業費 3 林業施設費

事業名 1605 森林環境保全整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
林道従事者 林道橋の安全な利用を図るため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

調査設計委託 件 0 1 0 0 0

補修工事 件 0 0 1 0 0

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 1 水産業振興費

事業名 245 水産業振興費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・国又は県が定める農林水産関係補助金の交付に関する要綱（持続可能な栽培漁業推進事業補助金）
・大山町漁業近代化資金利子補給交付要綱　ほか

個別計画

事業
概要

【漁業近代化資金利子補給事業】漁業者が施設整備等に利用した漁業金高資金について、その利子の一部を助成する。
（補助率）1.0％を上限
【持続可能な栽培漁業推進事業】漁協が実施するアワビ・サザエの種苗放流事業に対し、種苗購入代金の助成を行う。
（補助率）アワビ・・・県1/4、町1/6　　サザエ・・・県1/3、町1/6
【漁獲共済制度加入促進補助金】
　附加掛金について上限5000円の補助を行い、漁獲共済制度の加入促進を図り、かつ、漁業振興を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/4、1/3
( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

需用費
　消耗品費 5 
負担金補助及び交付金
　漁業近代化資金利子補給補助金 25 
　持続可能な栽培漁業推進事業補助金 2,395 
　漁獲共済制度加入促進補助金 175 

区分

事業費 2,624 2,600 △ 24 持続可能な栽培漁業推
進事業補助金 1,534

国庫支出金 0 0

県支出金 1,534 1,534 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,090 1,066 △ 24

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 1 水産業振興費

事業名 245 水産業振興費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
水産漁業者 育てる漁業の推進や漁業者等の負担軽減により漁業経営の安

定を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

稚貝放流数（アワビ） 個 59,000 45,000 45,000

稚貝放流数（サザエ） 個 205,000 205,000 205,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

漁獲量（アワビ） kg 1,162 2,510 2,510 2,510 2,510 

漁獲量（サザエ） kg 60,628 71,692 71,692 71,692 71,692 

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 1 水産業振興費

事業名 1324 漁業研修事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町漁業研修事業費補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

漁業研修に係る指導経費、研修手当等を補助する。
　補助率　1/2～10/10
令和8年度は雇用型研修（新規2名）、独立型研修（新規1名）を予定

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

10/10、1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

負担金補助及び交付金
　漁業研修事業費補助金 9,529 

区分

事業費 7,313 9,529 2,216 漁業研修事業費補助
金 8,409

国庫支出金 0 0

県支出金 6,463 8,409 1,946

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 850 1,120 2,216

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 1 水産業振興費

事業名 1324 漁業研修事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
新規漁業就業希望者に対し漁業技術等を習
得するための研修を行う漁協または漁業経営
体

漁業技術や経営方法等を習得するための研修を行うことにより、
漁業への就業促進を図り、高齢化と後継者不足による活力低
下が進む漁村の担い手を確保する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

漁業研修者数 人 3 2 3 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

新規漁業就業者数 人 1 1 1 1 1

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 2 水産業施設費

事業名 865 御来屋漁港水産物直販所管理費

総合計画の位置づけ 08　自然の恵みを活かして「大山町の顔」をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町御来屋漁港水産物直販所条例

個別計画

事業
概要

御来屋漁港水産物直販所（お魚センターみくりや）の施設維持管理に要する経費
施設を最善の状態で管理することにより、利用者等の安全確保や利便性の向上を図り、町民及び町外から
の来訪者に対して、安全で安価な水産物を提供する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

役務費
　建物火災保険料（御来屋漁港水産物直販所） 70 
使用料及び賃借料
　看板設置敷地使用料 6 

区分

事業費 73 76 3

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 73 76 3

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 2 水産業施設費

事業名 865 御来屋漁港水産物直販所管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
漁業者、地域住民 地域水産業の進行を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円 千円

千円 千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 3 漁港管理費

事業名 855 漁港管理費（一般）

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等

大山町漁港管理条例
大山町漁港建設事業推進基金条例

個別計画

事業
概要

町が管理する3漁港（御崎・御来屋・平田）を適切に維持管理する経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

( 　　　　 )

(           )
100%

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

需用費 負担金補助及び交付金
　消耗品費（年度改定資料、トイレ消耗品） 40 　漁港港湾協会負担金 95 
　光熱水費（漁港内街灯） 510 　水産土木建設技術センター負担金 100 
　修繕料（防舷材・逢坂トイレポンプ） 596 積立金
役務費 　漁港建設事業推進基金積立金 158 
　手数料（逢坂・御崎港　浄化槽保守等） 184 
委託料
　施設維持管理委託料 1,496 
工事請負費
　御来屋漁港浚渫工事 8,000 
　御崎漁港浚渫工事 1,000 

区分

事業費 14,715 12,179 △ 2,536 漁港施設占用料 726

国庫支出金 0 0 漁港建設事業推進基
金利子 158

県支出金 0 0 漁港建設事業推進基
金繰入金 8,000

地方債 0 0

その他 12,772 8,884 △ 3,888

一般財源 1,943 3,295 1,352

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 3 漁港管理費

事業名 855 漁港管理費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町管理漁港 漁港利用者の安全確保や利便性の向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

漁港建設事業推進基金
　令和６年度末現在高　38,669千円

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 3 漁港管理費

事業名 994 漁港区域漂着物処理事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 鳥取県海岸漂着物処理事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

町が管理する3漁港（御崎・御来屋・平田）の施設に漂着したゴミ等を適切に処理し、漁港の環境保全を
図る経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

80%
( 　　　　 )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

委託料
　漁港区域漂着物処理業務委託 1,000 

区分

事業費 1,000 1,000 0 漁港区域漂着物処理
業務委託金 800

国庫支出金 0 0

県支出金 800 800 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 200 200 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 3 漁港管理費

事業名 994 漁港区域漂着物処理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
漁港関係者及び利用者 漁港区域の景観及び環境の保全を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

業務委託料 千円 1,209 1,000 1,000 1,000 1,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

千円

千円

千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 農林水産課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 4 漁港建設費

事業名 1610 漁港施設機能強化事業

総合計画の位置づけ 07　一次産業にあこがれる人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ ４．安心で快適なまちづくり

根拠法令・
要綱等 水産基盤整備事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

　御来屋漁港第2東防波堤・沖防波堤の越波対策のため、防波堤のかさ上げ及び消波ブロックの設置等を
行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )
100%
( 70％)

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

委託料
　改修工事測量設計委託料 5,000 
　工事積算業務委託料 7,351 
工事請負費
　防波堤改修工事 45,000 

区分

事業費 24,000 57,351 33,351 漁港施設機能強化事
業補助金 25,000

国庫支出金 0 0 過疎対策事業債 32,300

県支出金 11,500 25,000 13,500

地方債 11,500 32,300 20,800

その他 0 0

一般財源 1,000 51 △ 949

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 農林水産課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 15 水産業費 4 漁港建設費

事業名 1610 漁港施設機能強化事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
漁港関係者及び漁港利用者 漁港関係者の船舶等の損傷防止及び利用者の安全を確保す

る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


